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5. 加振状況と結果 
 実験結果として、Jiku 以外の試験体の各地震波における

層間変位を文末に掲げている（横軸は時間である）。PLY

については、順序 6 で崩壊したので、順序 7 を加振でき

なかった。これらの結果に対する分析と考察は後続のそ

の 3 にて行う。 
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